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1.  平成23年6月期第1四半期の業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 108 △0.1 25 △14.8 27 △14.9 25 27.3
22年6月期第1四半期 108 5.4 29 21.7 32 23.7 19 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 5.08 ―
22年6月期第1四半期 3.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 2,275 1,686 74.1 337.25
22年6月期 2,276 1,680 73.8 336.11

（参考） 自己資本   23年6月期第1四半期  1,686百万円 22年6月期  1,680百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 2.00 ― 5.00 7.00
23年6月期 ―
23年6月期 

（予想）
2.00 ― 5.00 7.00

3.  平成23年6月期の業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

215 △0.9 45 △23.9 50 △21.7 30 △23.4 6.00

通期 430 △0.5 90 △25.9 100 △24.0 55 △33.2 11.00



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページの「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q  7,735,000株 22年6月期  7,735,000株
② 期末自己株式数 23年6月期1Q  2,735,057株 22年6月期  2,734,130株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q  5,000,014株 22年6月期1Q  5,001,486株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページの「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、アメリカ経済の回復が遅れ中国経済のみの回復に依存する不安定

な状況におかれました。アメリカ経済回復の遅れは、日本経済の回復ペースも遅らせることにつながりました。さ

らに世界各国の経済状況の違いは為替問題への対応にも協調を欠くこととなり、日本経済への影響も大きなものと

なってしまいました。また中国依存の状況は、中国のカントリーリスクを顕著とさせることとなり、レアアースや

レアメタル問題、尖閣諸島問題などともに日本経済の先行きを不透明なものにさせてしまいました。 

 このような状況下においても、当社はマクロ経済の動きに一喜一憂することなく、全社的構造改革の推進と、環

境変化への対応を確実に進めて参ります。 

  

   ①賃貸不動産事業部門 

 輸出産業が集約する東海地区は人口転出が転入を上回り、賃貸マンション業界全体の入居率は70％台を維持する

ことも困難になりました。しかし当社では他社と差別化されたリフォームとサービスにより満室経営を維持してお

ります。 

 この結果、売上高102百万円（前年同四半期比1.1%減）、売上総利益74百万円（同3.9%増）となりました。 

②自転車事業部門 

 自転車事業部門では、自社商品開発に加え、仕入商品の品揃え強化に取り組み、売上の拡大だけでなく収益性の

向上に努めております。 

この結果、販売台数台287台、売上高は５百万円（前年同四半期比22.7%増）、売上総利益は２百万円（同59.6%

増）となりました。 

 以上の結果、全体では、売上高108百万円（前年同四半期比0.1%減）、営業利益25百万円（同14.8%減）、経常利

益27百万円（同14.9%減）、四半期純利益25百万円（同27.3%増）となりました。 

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

(資産・負債及び純資産の状況) 

（流動資産） 

 当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、417百万円(前事業年度末は420百万円)となり、２百万円

減少いたしました。この主な要因は、現金及び預金が増加(391百万円から399百万円へ８百万円の増加)したもの

の、繰延税金資産が減少(15百万円から３百万円へ12百万円の減少)したこと等によるものであります。 

（固定資産） 

 当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、1,857百万円(前事業年度末は1,856百万円)となり１百万

円増加しました。この主な要因は、減価償却費の計上により有形固定資産が減少（1,344百万円から1,338百万円

へ５百万円の減少）したものの、株式の時価の上昇により投資有価証券が増加(498百万円から507百万円へ８百万

円の増加)したこと等によるものであります。 

（流動負債） 

 当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、79百万円（前事業年度末は79百万円）となり、０百万円

(354千円)減少いたしました。この主な要因は、その他（主に未払配当金）が増加(70百万円から75百万円へ５百

万円の増加)したものの、1年内返済予定の長期借入金が減少（７百万円から１百万円へ６百万円の減少)したこ

と等によるものであります。 

（固定負債） 

 当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、509百万円(前事業年度末は515百万円)となり、６百万円

減少いたしました。この主な要因は、繰延税金負債が減少(234百万円から227百万円へ６百万円減少)したこと等

によるものであります。 

（純資産） 

 当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、1,686百万円(前事業年度末は1,680百万円)となり、５百万

円増加いたしました。この主な要因は、投資有価証券の時価の上昇に伴うその他有価証券評価差額金の増加

（224百万円から229百万円へ５百万円増加）によるものであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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   (キャッシュ・フローの状況) 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は239百万円となり、前事業年度末に比べ８百万円の増加

となりました。また、当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

す。 

   〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

 営業活動の結果、得られた資金は40百万円であり、前第１四半期累計期間と比べ、７百万円の減少となりまし

た。これは主に税引前四半期純利益を27百万円及び減価償却費11百万円を計上したことによるものです。 

    

   〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

 投資活動の結果、使用した資金は６百万円（前第１四半期累計期間は、０百万円(871千円)の収入）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出が６百万円あったことによるものです。 

  

   〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

 財務活動の結果、使用した資金は25百万円であり、前第１四半期累計期間と比べ、４百万円の減少となりまし

た。これは主に配当金の支払を19百万円、借入金の返済を６百万円行ったことによるものです。 

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年６月期の業績予想につきましては、現時点では、平成22年８月９日に公表いたしました業績予想に変更

はありません。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

    棚卸資産について 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 なお、資産除去債務の負債計上及び対応する除去費用の資産計上に代えて、不動産賃借契約に関連する敷金の回

収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当第１四半期累計期間の負担に属する金額

を費用に計上する方法によっております。 

 この結果、従来の方法と比較して、税引前四半期純利益は990千円減少しております。なお、営業利益及び経常

利益に与える影響は軽微であります。  

２．表示区分の変更 

 賃貸不動産事業部門において、従来、賃貸不動産事業に係る営業費用を売上原価として処理しておりましたが、

当第１四半期会計期間より、売上原価の一部を販売費及び一般管理費として表示することといたしました。この変

更は、同部門に係る販売費及び一般管理費が今後事業拡大に伴って拡大すると予測されるため、売上と売上原価の

対応の観点から、より適切に区分表示するために変更したものであります。 

 これにより、従来と同一の基準によった場合に比べ、売上原価は1,948千円減少し、売上総利益が同額増加して

おりますが、販売費及び一般管理費が同額増加しております。 

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 399,982 391,465

売掛金 2,079 680

商品 5,723 6,727

繰延税金資産 3,328 15,906

その他 6,392 5,768

貸倒引当金 △220 △265

流動資産合計 417,286 420,283

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 642,595 647,534

土地 677,260 677,260

その他（純額） 19,019 19,321

有形固定資産合計 1,338,876 1,344,116

無形固定資産 2,148 2,391

投資その他の資産   

投資有価証券 507,659 498,993

その他 14,645 16,000

貸倒引当金 △5,434 △5,464

投資その他の資産合計 516,869 509,530

固定資産合計 1,857,894 1,856,038

資産合計 2,275,180 2,276,321

負債の部   

流動負債   

買掛金 263 479

1年内返済予定の長期借入金 1,700 7,700

未払法人税等 307 916

賞与引当金 1,383 461

その他 75,792 70,243

流動負債合計 79,446 79,801

固定負債   

繰延税金負債 227,331 234,048

退職給付引当金 8,597 8,467

役員退職慰労引当金 55,384 54,855

長期預り保証金 218,191 218,284

固定負債合計 509,504 515,655

負債合計 588,951 595,456
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 400,000 400,000

資本剰余金 41,381 41,381

利益剰余金 1,342,980 1,342,588

自己株式 △328,010 △327,820

株主資本合計 1,456,351 1,456,149

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 229,878 224,715

評価・換算差額等合計 229,878 224,715

純資産合計 1,686,229 1,680,864

負債純資産合計 2,275,180 2,276,321

㈱ツノダ（7308）　平成23年６月期　第１四半期決算短信（非連結）

- 5 -



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

商品売上高 4,865 5,970

不動産賃貸収入 103,544 102,377

売上高合計 108,409 108,348

売上原価   

商品売上原価 3,546 3,864

不動産賃貸原価 31,636 27,701

売上原価合計 35,182 31,565

売上総利益 73,227 76,782

販売費及び一般管理費 43,481 51,436

営業利益 29,746 25,346

営業外収益   

受取利息 44 46

受取配当金 2,204 2,202

雑収入 601 130

営業外収益合計 2,850 2,378

営業外費用   

支払利息 246 29

雑損失 11 181

営業外費用合計 257 211

経常利益 32,338 27,513

特別利益   

貸倒引当金戻入額 210 75

投資有価証券売却益 617 －

前期損益修正益 41 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 1,160

特別利益合計 870 1,235

特別損失   

前期損益修正損 22 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 945

特別損失合計 22 945

税引前四半期純利益 33,186 27,803

法人税、住民税及び事業税 45 45

法人税等調整額 13,186 2,361

法人税等合計 13,231 2,407

四半期純利益 19,955 25,396
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 33,186 27,803

減価償却費 12,226 11,672

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 945

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,140 922

退職給付引当金の増減額（△は減少） 132 130

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,605 528

貸倒引当金の増減額（△は減少） △210 △75

受取利息及び受取配当金 △2,248 △2,248

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △617 －

支払利息 246 29

売上債権の増減額（△は増加） 914 △2,013

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,125 1,200

その他の流動資産の増減額（△は増加） △34 △57

その他の固定資産の増減額（△は増加） 647 373

仕入債務の増減額（△は減少） 60 △216

未払金の増減額（△は減少） △4,127 1,590

未払費用の増減額（△は減少） △181 460

長期預り金の増減額（△は減少） 127 △93

その他の流動負債の増減額（△は減少） 870 △2,442

小計 44,862 38,508

利息及び配当金の受取額 2,092 2,248

利息の支払額 △226 △21

法人税等の還付額 1,144 －

法人税等の支払額 △180 △338

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,693 40,397

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △6,144

投資有価証券の取得による支出 △153 △2

投資有価証券の売却による収入 1,014 －

貸付金の回収による収入 30 30

差入保証金の差入による支出 － △67

差入保証金の回収による収入 － 50

投資その他の資産の増減額（△は増加） △20 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー 871 △6,154

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △13,725 △6,000

自己株式の取得による支出 △50 △190

配当金の支払額 △16,171 △19,535

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,947 △25,725

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,616 8,517

現金及び現金同等物の期首残高 115,843 231,465

現金及び現金同等物の範囲の変更による増加額 921 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 135,382 239,982
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 該当事項はありません。  

  

  

 当社は賃貸不動産事業の割合が、売上高合計及び売上総利益の合計額においていずれも90%を超えているた

め、記載を省略しております。 

  

 (追加情報) 

 当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３

月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日)を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

(1）仕入実績 

 当第１四半期会計期間における仕入実績を品目別に示すと次のとおりであります。 

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注状況 

 該当事項はありません。 

  

(3）販売実績 

  当第１四半期会計期間における販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。 

(注）1．前第１四半期会計期間及び当第１四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対

する割合は次の通りであります。 

(注）２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

４．補足情報

品 目 

当第１四半期会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額（千円） 前年同四半期比（％） 

 軽快車  189  △41.7

 子供車  300  △27.7

 ミニサイクル  52  △55.5

 スポーツ車  1,606  725.6

 特殊車  340  1,902.4

 自転車部品他  370  178.9

合計  2,860  137.6

品 目 

当第１四半期会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

 金額(千円） 前年同四半期比（％） 

 軽快車  1,721  25.0

 子供車  1,046  △43.3

 ミニサイクル  536  45.1

 スポーツ車  1,837  86.0

 特殊車  416  468.6

 自転車部品他  411  93.6

小計  5,970  22.7

 不動産賃貸  102,377  △1.1

合計  108,348  △0.1

相 手 先 

前第１四半期会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第１四半期会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

コーナン商事株式会社  64,269  59.3  64,269  59.3

株式会社ユタカファーマシー  10,050  9.3  10,050  9.3
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